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─────────────────────────────────────────── 

平成31年 第１回 高 千 穂 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第４日） 

                             平成31年３月20日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                         平成31年３月20日 午後１時30分開議 

 日程第１ 議案第20号 平成３１年度高千穂町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 高千穂町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部改正について 

 日程第３ 議案第５号 高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について 

 日程第４ 議案第10号 高千穂町温泉使用料徴収条例の一部改正について 

 日程第５ 議案第12号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第６ 議案第13号 高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第７ 議案第22号 平成３１年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第23号 平成３１年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第９ 議案第28号 平成３１年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第10 議案第29号 延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更について 

 日程第11 議案第３号 高千穂町育英資金貸与条例の一部改正について 

 日程第12 議案第４号 高千穂町国民健康保険病院医師修学資金貸与条例の一部改正について 

 日程第13 議案第６号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 日程第14 議案第７号 高千穂町立保育所設置条例の一部改正について 

 日程第15 議案第８号 高千穂町子育て支援金支給に関する条例の一部改正について 

 日程第16 議案第９号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第17 議案第11号 公の施設に関する条例の一部改正について 

 日程第18 議案第21号 平成３１年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第19 議案第24号 平成３１年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第20 議案第25号 平成３１年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第21 議案第26号 平成３１年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第22 議案第27号 平成３１年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第23 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第24 議員派遣調査報告について 
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 日程第25 議員派遣について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第20号 平成３１年度高千穂町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 高千穂町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部改正について 

 日程第３ 議案第５号 高千穂町簡易水道給水条例の一部改正について 

 日程第４ 議案第10号 高千穂町温泉使用料徴収条例の一部改正について 

 日程第５ 議案第12号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第６ 議案第13号 高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第７ 議案第22号 平成３１年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第８ 議案第23号 平成３１年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第９ 議案第28号 平成３１年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第10 議案第29号 延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更について 

 日程第11 議案第３号 高千穂町育英資金貸与条例の一部改正について 

 日程第12 議案第４号 高千穂町国民健康保険病院医師修学資金貸与条例の一部改正について 

 日程第13 議案第６号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 日程第14 議案第７号 高千穂町立保育所設置条例の一部改正について 

 日程第15 議案第８号 高千穂町子育て支援金支給に関する条例の一部改正について 

 日程第16 議案第９号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第17 議案第11号 公の施設に関する条例の一部改正について 

 日程第18 議案第21号 平成３１年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第19 議案第24号 平成３１年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第20 議案第25号 平成３１年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第21 議案第26号 平成３１年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第22 議案第27号 平成３１年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第23 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第24 議員派遣調査報告について 

 日程第25 議員派遣について 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 
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１番 佐藤さつき議員        ２番 板倉 哲男議員 

３番 磯貝 助夫議員        ５番 安在 昭則議員 

６番 本願 和茂議員        ７番 中島 早苗議員 

８番 馬原 英治議員        ９番 佐藤 久生議員 

10番 坂本 弘明議員        11番 工藤 博志議員 

12番 富髙健一郎議員        13番 富髙 友子議員 

14番 佐藤 定信議員                   

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 佐藤 英次         書記 佐藤健次郎 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 甲斐 宗之    副町長 ………………… 藤本 昭人 

教育長 ………………… 濱田 琢一    総務課長 ……………… 石渕 敦司 

財政課長 ……………… 河内 晴彦    税務課長 ……………… 須藤 浩文 

町民生活課長 ………… 飯干 康宏    企画観光課長 ………… 山下 正弘 

福祉保険課長 ………… 有藤 寿満                      

農林振興課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 興梠 晶彦 

農地整備課長 ………… 甲斐  徹    建設課長 ……………… 佐藤 雄二 

会計管理者 …………… 後藤 孝嘉    ときわ園施設長 ……… 甲斐 順生 

病院事務長 …………… 江藤 良一                      

保健福祉総合センター事務次長 …………………………………………… 工藤加代子 

上下水道課長 ………… 吉本  浩                      

教育委員会次長兼教育総務課長 …………………………………………… 戸髙 雄司 

監査委員 ……………… 戸髙 國興                      

────────────────────────────── 

午後１時30分開議 

○事務局長（佐藤 英次事務局長）  御起立をお願いいたします。一同礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（佐藤 英次事務局長）  御着席ください。 
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○議長（工藤 博志議員）  これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第２０号 

○議長（工藤 博志議員）  初めに、日程第１、議案第２０号、平成３１年度高千穂町一般会計予

算についてを議題とします。 

 本案について、一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。委員長、佐藤久生議員、登壇

願います。 

○一般会計予算審査特別委員長（佐藤 久生議員）  高千穂町議会会議規則第４１条の規定により、

下記のとおり報告をいたします。 

 平成３１年第１回高千穂町議会定例会、３月７日の本会議において、本特別委員会に付託され

ました議案第２０号、平成３１年度高千穂町一般会計歳入歳出予算についての審査が終了しまし

たので、その経過と結果を報告いたします。 

 平成３１年度高千穂町一般会計予算は、前年度より７,０００万円の増額、０.８％増の８５億

円で、議案上程されたところであります。 

 また、地方債総額６億８,０００万、債務負担行為限度額などの内容もあわせて付議されまし

た。 

 本議案を審査するに当たっては、３月の１１、１２、１３日の３日間で、各課・施設ごとの審

査を行い、１８日に委員会採決、附帯意見の集約を行いました。 

 審査に当たっては、３１年度の収入見込み内容、支出においてはどのような行政サービスを行

い、福祉の向上に努めるかを主に着眼し、審査を行いました。 

 歳入は、４１.９％を占めます地方交付税が、前年比１.４％増の３５億５,８００万円、また、

自主財源に当たる町税が２.１％減の１０億１,０００万、国庫支出金、県支出金ともに増額が見

込まれております。繰入金が前年より６,５００万円減の２億５,４００万、町債が前年より

５,７００万円減の６億８,０００万などとなっております。 

 歳出においては、約２７％を占めます民生費が前年比９.４％減の２２億７,０００万、農林水

産業費９.４％増の１２億８,３００万、土木費が９.１％増の１０億７,４００万円となっていま

す。 

 民生費の減は、天岩戸保育園の建てかえが終わったこと、農林水産業費の増の主なものは、産

地パワーアップ事業補助金の３,９９３万円や地域おこし協力隊事業、これ花き振興であります

が、また、森林環境譲与税関連で、事業が拡大したこと、農山漁村地域整備交付金事業（林道）

などがあり、土木費の増は、都市再生整備計画事業の三田井・岩戸地区のまちづくり計画や新規
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の立地適正化計画策定、前年度に引き続き、南平団地Ｂ棟建設工事などが主な要因ということで

あります。 

 民生費の減につきましても、新しい町長体制のもと、子育て支援事業で支給対象児童の拡大に

より、第１子から支給し、第４子以降の支給金増額、基幹相談センター相談員の雇用など、厳し

い財政事情の中、福祉の向上にも力を入れて予算を配分されたのがよくわかります。 

 なお、今回も前年度の予算審査特別委員会の附帯意見に対し、各課・施設より報告書を添付し

ていただきました。それぞれに協議、検討、または実施していただき、回答をいただけることに

感謝申し上げます。 

 今回、附帯意見についての協議を行った結果、次のように決定しましたので報告いたします。 

 総務産業分科会、財政課。 

 １つ、森林環境譲与税については、慎重に関係課・各機関と情報を共有し、最善な使い方を見

極めること。 

 １つ、法務局跡地の利活用について、苦慮をしていることは十分理解できるが、町民のために

よりよい施設となるように検討すること。 

 農地整備課。 

 １つ、小水力発電事業の詳細や今後の計画については、関係機関、地域と十分協議の上、確実

に周知し、事業の推進を行うこと。 

 １つ、今後も継続して、国・県の有利な補助事業の計画、採択に向けて取り組むこと。 

 企画観光課。 

 今後も継続してホームページ、広報紙、テレビなどで役立つ情報や本町のＰＲ発信に努めるこ

と。 

 １つ、立ち上げが予定されている施設検討委員会の円滑な運営に努め、経営改善につなげるこ

と。 

 ふれあいバス事業は、地元の要望に添うように、路線や時刻を定期的に検証、見直しを行い、

利用者増につなげること。 

 １つ、バス待合所の環境改善に努めること。 

 農林振興課。 

 １つ、がまだせ市場、鬼八の蔵の経営のあり方を慎重に協議し、事業を展開すること。 

 １つ、ＪＡや関係機関と連携し、新規就農者の確保に継続して取り組むこと。 

 １つ、補助事業が多岐にわたるため、町民に情報の周知を確実に行うこと。 

 総務課。 

 職員の接遇研修を継続して行い、町民サービスの向上に努めること。 
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 １つ、人手不足により、業務委託の入札や随意契約価格が上昇していることは理解できるが、

慎重に業者を選定し、入札や契約を行うこと。 

 建設課。 

 町道の維持管理等は、町民の要望に迅速に対応し、安心・安全な道路整備に継続して取り組む

こと。 

 １つ、三田井・岩戸地区のまちづくり事業内容が、町民にわかりやすく伝わるように、引き続

き瓦版などの発行を行うこと。 

 税務課。 

 １つ、今後も公平で適切な課税及び徴収に努め、担税力のない滞納者には迅速な対応を行うこ

と。 

 会計課。 

 １つ、町税のコンビニ収納システム構築に向けて、積極的に検討すること。 

 １つ、宮崎銀行窓口の派出手数料については十分協議をすること。 

 続いて、文教厚生分科会。福祉保険課。 

 高千穂産婦人科の運営補助については、産婦人科医と運営方針について十分に検討すること。 

 １つ、円滑な窓口対応ができるよう職員が意識改革を図り、住民サービスを向上させること。 

 教育委員会。 

 育英資金の滞納については、催促文書や保証人への通告など法的措置を行い、早急な回収に努

めること。 

 １つ、中高連携校の計画推進に当たっては、中学校の一本化に向けた情報開示を積極的に進め

ること。 

 保健福祉総合センター。 

 各種検診の受診率をアップさせ、予防医療と健康増進事業に努力すること。 

 １つ、給食宅配サービスの事業においては、利用者の増加が見込まれることから、さらなる事

業の充実を図ること。 

 １つ、高齢者住宅改修については、建設課と連携を図り、町民への周知を図ること。 

 町民生活課。 

 １つ、マイナンバーカードの普及率アップに努力すること。 

 １つ、合併浄化槽の維持管理の補助金については、多町村の事例を参考に検討すること。 

 以上、本年度予算議会の附帯意見といたします。各課、施設におかれましては、再度、御検討

のほどをよろしくお願いいたします。 

 審査を終了し、討論、採決を行いました。討論なく採決の結果、議案第２０号、高千穂町一般
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会計予算は、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 町を取り巻く環境は、急速な高速化や人口減少を初め、多くの課題を抱えており、いろいろと

対策は講じられておりますが、きわめて厳しい状況下にあることは皆様、御承知のとおりであり

ます。 

 世界農業遺産の認定、ユネスコエコパークの登録、九州中央自動車道の一部完成及び高千穂・

五ケ瀬間の事業の着手など、明るい話題もあります。 

 今後、このようなことを最大限に生かし、新体制のもと、議会ともども一致団結して、町民の

安心・安全なまちづくりに進んでいきましょう。 

 執行におかれましては、さらに適正、効率的な行財政の運営を目指して努力されることをお願

い申し上げまして、委員長報告といたします。 

 ３１年一般会会計予算審査特別委員会委員長、佐藤久生。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、一般会計予算審査特別委員長の報告が終わりました。 

 ここでお諮りします。ただいまの委員長報告質疑については、議長を除く全議員が委員となっ

ておりますので、質疑は省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 よって、ただいまの委員長報告に対する質疑につきましては、省略することに決定いたしまし

た。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２０号に対する委員長の報告は、附帯意見を付して可決すべ

きものと決した旨の報告でありました。よって、議案第２０号について、委員長報告のとおり決

定することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立全員であります。 

 したがって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 ここでお諮りします。ただいまの議決をもって、平成３１年度一般会計予算審査特別委員会は、

設置目的の審査が全て終わりましたので、本日をもって終了することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 よって、特別委員会は本日をもって終了することに決定しました。 



- 8 - 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第５号 

日程第４．議案第１０号 

日程第５．議案第１２号 

日程第６．議案第１３号 

日程第７．議案第２２号 

日程第８．議案第２３号 

日程第９．議案第２８号 

日程第１０．議案第２９号 

○議長（工藤 博志議員）  続いて、日程第２、議案第２号から日程第１０、議案第２９号までの

９件を一括議題とします。 

 初めに、この議案９件について総務産業常任委員長の報告を求めます。委員長、本願和茂議員、

登壇願います。 

○総務産業常任委員長（本願 和茂議員）  第１回高千穂町議会定例会、本会議２日目の３月７日

に総務産業常任委員会へ付託されました議案９件について、審査を終了しましたので、高千穂町

議会会議規則第４１条の規定により、その経過と結果を報告いたします。 

 ３月８日、中会議室において財政課所管、議案２９号、延岡市との定住自立圏形成協定の一部

変更についての審査を課長、担当職員、保健センター職員１名出席のもと行いました。 

 審査当日、委員１名が体調不良で欠席となったため、委員６名で審査を行いました。今回の変

更は、平成２２年１月７日に延岡市と高千穂町で締結した定住自立圏形成協定について、延岡市

との連携する取り組みの分野の一部削除と追加を行うために当たって、定住自立圏の形成に係る

議会の議決事件を定める条例の規定により議会の議決を求めているものです。 

 変更の内容は、地域医療の取り組みの内、検診体制の構築を削除するものです。延岡市が市内

医療機関で実施している子宮がん検診、個別検診に関して情報を共有することを計画していまし

たが、これまでの連携した取り組みの中で、美郷町や日之影町、高千穂町と情報共有を実施する

ことができたとして、今後は各町の実情に応じた検診委託先や実施方法で検診を行うため、協議

の上、具体的取り組みを削除するものです。 

 次に、福祉の取り組みのうち、権利擁護支援体制の充実の追加理由は、高齢化の進展に伴い、

認知症高齢者の増加、親亡きあとの知的精神障害者の支援といった課題がある中、そのような方

の財産や生活を法的に保護できる成年後見制度の必要性が高まりつつあります。 

 そのため、圏域住民に対する権利擁護支援体制を構築するべく、成年後見制度の利用促進、権
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利擁護支援のための地域連携ネットワークの構築、その他の必要な取り組みを行うために、権利

擁護支援体制の充実を追加するものです。 

 成年後見制度は、古くからは禁治産、準禁治産と呼ばれていた制度のことであり、具体的には

高齢者や認知症高齢者、親亡き後の精神障害者の預貯金や年金といった財産管理、入退院、介護

サービス手続などの契約を代行する制度のことで、孤立しがちな方々を福祉につなげ権利を守る

といったものです。 

 以上の説明を受け、質疑に移りました。 

 質疑、今回、地域医療の取り組みで、検診体制の構築を削除する理由は。 

 答弁、これまでの連携した取り組みの中で、情報共有を実施することができており、今後は各

町の実情に応じた検診委託先や実施方法で検診を行うためです。 

 質疑、成年後見制度の対象とする判断は誰が行えるのか。 

 答弁、成年後見制度は大きく分けて、成年、補佐、補助と３段階に分かれており、精神科医が

精神鑑定で判断能力を鑑定して決まります。 

 質疑、成年後継制度利用の申告はどうなっているのか。 

 答弁、４親等内の親族か本人、身寄りがいない場合は市町村長が申し立てできるようになって

いますが、身寄りの戸籍を追い、存命している親族には扶養依頼を出して、扶養できないと回答

が得られた段階でなければ、市町村長からの申し立ては行いません。基本的には親族が申し立て

して扶養していただくことが前提となっています。 

 質疑、本町で該当する方はどのくらいいるのか。 

 答弁、高齢者の方では１０名強、障害者の方で１０名未満となっています。 

 質疑、中核機関とはどういったものか。 

 答弁、国が成年後見制度利用促進基本計画を打ち出しており、平成３３年度までに市町村に策

定義務が課せられています。 

 その計画の中でうたわれているのが中核機関の設置になります。現状では、西臼杵３町で成年

後見制度を担える専門職数は高千穂の司法書士１名だけであり、中核機関を運営するに当たって

は、町単独で直営もしくは委託でするのか、近隣市町村の広域で直営もしくは委託かの運営にな

ります。 

 直営で運営するには人員２名必要なため、中核機関の設置については延岡、西臼杵で連携し広

域の委託方式、１市３町の４市町での広域委託を検討しています。 

 質疑、専門職とはどのような職種を指すのか。 

 答弁、弁護士、司法書士、社会福祉士となります。高千穂町内には司法書士事務所が３事務所

ありますが、２事務所の方は高齢であるため、実質１事務所だけが制度を担える形となります。 
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 以上で質疑を終了しました。 

 委員会の意見として、今後さらに深刻化する少子高齢化、過疎化の影響を延岡市との定住自立

圏形成協定にて緩和するとともに、成年後見制度の対象者と利用者には確実に権利擁護支援が行

き届く体制の構築に向けて取り組んでいただきたいと思います。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員全員賛成で、可決すべきものと決しました。 

 次に、総務課所管、議案１２号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、

担当課長、担当職員出席のもと審査を行いました。 

 改正の内容は、国家公務員の長時間労働是正のための措置として、超過勤務命令を行うことが

できる上限が原則として１月４５時間、１年３６０時間と人事院規則で定められたことに準じ改

正するものです。 

 内容については、規則で定めることとなっているため、この旨を条例に１項追加し、附則３項

にわたり引用する条項にずれが生じていたので、正しい条項へ改めるものと説明を受け、質疑に

移りました。 

 質疑、年間３６０時間を超えた事例があるのか。 

 答弁、過去に年間７００時間前後の事例があります。現在でも、通常業務において年間

３６０時間を超える職員がいるので、仕事の手分けなどができないか所管課長と協議し、健康管

理にも配慮しています。 

 質疑、規則違反の場合は罰則があるのか。 

 答弁、民間企業は労働基準法により罰則があるかと思いますが、公務員の場合、罰則はありま

せん。しかし、あまりにもひどい場合は、労働基準監督署から指導が入るものと思われます。 

 質疑、振りかえ休日などの対応はしていないのか。 

 答弁、土日などの休日に出勤した場合は、半日もしくは終日の振りかえ休日を詰めてとっても

らっています。中には振りかえ休日がほとんど取れないケースもあるので、１年ほどかけて取得

をさせる場合もあります。 

 職場移動となった場合、異動先で以前の職場の時間外を振りかえ休日として取得すると、業務

に支障をきたす可能性もあるため、その場合、全て時間外扱いとするケースもあります。 

 以上で質疑を終了しました。 

 委員会の意見として、一番の目的は課長も言われたとおり、時間外労働を抑えて職員の健康面

に配慮することだと思いますので、災害などの緊急時以外は可能な限り仕事の手分けを所管で行

い、職員の適正な業務量の管理、把握に努めることを要望いたします。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて議案１３号、高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい
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ての審査に移りました。 

 改正の内容は、平成２８年第１回定例会で改正された、高千穂町旅費条例にあわせるといった

ものです。 

 県外旅行の滞在車賃については現行、到着した日から出発の日の前日までとなっているものを、

到着した日から出発の日までと改めるものです。 

 また、日当については現行、西臼杵郡内及び郡外の陸路２５キロメートル未満の旅行について

は日当は支給しないとなっていますが、陸路２５キロメートル未満の文言を路程片道１３０キロ

メートル未満に改めるとの説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、具体的な事例はどういった内容になるのか。 

 答弁、東京へ行政視察などの行った場合、電車やバスで移動した際、滞在車賃と日当が支給さ

れます。レンタカーでの移動は、滞在車賃に該当しません。 

 委員会の意見として、議長は上京する公務が多く、タクシーで移動しなければならない場合も

あるため、今回の改正は不足しがちであった交通費の補填になるものと思われます。 

 今後も公務において、職員や議員が不足分を賄うようなことがないように対応していただきた

いと思います。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、企画観光課所管、議案１０号、高千穂町温泉使用料徴収条例の一部改正について、課長、

担当職員出席のもと審査を行いました。 

 改正となった詳細と内容は、町が運営する２つの温泉施設の源泉について、１０年ごとに実施

しなければならない温泉成分検査を、平成３０年９月に実施したところ、温度が２５度以上とい

う基準に達せず、再調査を繰り返しても基準以下の１９度が続いため、温泉としての運営を断念

して、当面、公衆浴場として運営するための条例改正です。 

 改正となる部分は、題名が高千穂町公衆浴場使用料徴収条例となり、本則中の温泉という箇所

が全て公衆浴場と変わります。 

 別表において料金を定めていますが、改正前と徴収金額は同額とし、入場税を徴収していなか

った小学生を除いて１００円ずつ料金が上がる形になります。 

 附則において、本年４月１日から施行しますが、それ以前に発行した回数券は販売額が変わら

ないため、そのまま使用できるものとしているとの説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、入湯税がなくなり、利用料金がそのままでは町民が納得しないのではないか。 

 答弁、赤字運営のため町民には料金の据え置きは理解していただきたいと考えています。 

 質疑、施設検討委員会の発足時期とメンバー構成はどうなっているのか。 

 ４月に入ってから立ち上げたいと考えています。構成は１５人以下とし、両常任委員長、公連
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関係、商工関係、観光関係、旅館業関係の方と考えています。 

 質疑、現在の源泉量は。 

 答弁、温泉開所当時は、毎分２１８リットル、平成２０年では約１０分の１毎分２６リットル

となり、現在では全く出ない日もあり測定不能となっています。 

 質疑、４月からの運営方法はどうなるのか。 

 答弁、水道水のみの営業となるため、水道使用料は上がります。 

 しかし、源泉を送水する必要がなくなるため送水ポンプの電気代が不要となります。 

 質疑、道路などの交通標識は、どうなるのか。 

 答弁、温泉自体の看板などは町で変更しますが、国・県道については所管に報告をして検討し

てもらう形になると思います。 

 委員会の意見として、開設当初から赤字運営が続く温泉施設については、今まで議会、執行に

おいて何度も議論が交わされてきたことかと思います。 

 今回の公衆浴場となることが、吉と出るか凶と出るのか、今後立ち上がる施設検討委員会でし

っかりとした方向性と経営改善について、議論されることを期待したいと思います。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案２号、上水下水道所管、高千穂町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水

道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正について、課長、担当職員出席のもと、議長が

公務で退席となったため委員５名で審査を行いました。 

 この議案は、地方自治法第９６条、第１項、第１号の規定に基づき、議会に議決を求める案件

となっています。 

 平成２３年に地域の実勢を高めるための改革の推進を図るため、関係法律の整備に関する法律、

第二次一括法が成立し、水道法の一部が平成２４年に改正されました。 

 その中の布設工事監督者の配置資格基準及び水道技術者の資格基準は地方公共団体において条

例の制定を伴うものということで当初、平成２５年に町の条例をつくっています。 

 今回の改正の基本は、学校教育法の一部を改正する法律がもととなり、施行に伴う関係性の整

理に関する政令、施行に伴う厚生労働省の関係省令の整備等に関する省令が、平成３１年２月

１６日に公布され、平成３１年４月１日から施行される予定であるため、これに伴う水道法の関

係の改正を行うといったものです。 

 内容そのものが変わるわけではなく、専門職大学という文言が追加されることと、その他文言

の追加、削除、修正が主な内容となっています。 

 以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、上下水道課職員の中に、水道技術管理者はいるのか。 
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 答弁、常駐していないと運営ができないという規則があるので、昨年から技術職に取得をさせ

ており、ことしに入り補佐も取得しています。 

 質疑、水道工事ができる業者は、町内に何社あるのか。 

 答弁、指定業者は２０社ほどありますが、主に工事される業者は４から５社となっています。 

 質疑、高千穂町布設工事監督者とはどういったものか。 

 答弁、役場側も発注する場合に必要な資格であり、業者側も講習を受講、登録し毎年、届出し

ないと工事はできないこととなっています。 

 下水道工事においても同様であり、上下水道課で管理している施設の工事では必ず必要な資格

となっています。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて、議案５号、高千穂町簡易水道給水条例の一部改正についての審査を行いました。 

 この議案も、地方自治法第９６条、第１項、第１号の規定に基づき議会に議決を求める案件と

なっています。 

 改正の内容は、給水条例第２５条の別表で定められている水道料金について、簡易水道区域内

の一部区域において、簡易水道統合に伴う料金改定が布平、五ケ所、上野の３地区、料金見直し

の地区が野方野地区１地区となっています。 

 上水道との統合３地区は、上水道と同一料金とする改定で、料金見直しの野方野地区は、簡易

水道使用料１カ月当たりの基本料金、１世帯１５立方メートルまで６００円としていたものを

９００円に見直すものです。 

 以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、今回、統合する３地区の料金は上がるのか。 

 答弁、基本、上水道料金にあわすと高くなります。 

 質疑、統合した場合の修繕などは、町が行うのか。 

 答弁、町が行います。 

 質疑、統合の進捗状況は。 

 答弁、今回の３地区の加入で２６組合中、半分の１３地区が統合することになります。 

 討論なく採決の結果、原案どおり出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて、議案２２号、平成３１年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算の審査を行いました。 

 ３１年度の事業予定概要は、組合数が２６組合となっていますが、１３簡水がモデル統合とな

るため、簡易水道給水人口４,７３９人のうち、３,４７１人の約７５％が統合済みとなります。 

 年間有収水量は、３０年度見込み量と同じ５１万８,０００立方メートルです。 

 歳入歳出予算総額は８,３５０万１,０００円で、歳入は使用料６,１５５万５,０００円、一般
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会計繰入金１,９４４万８,０００円、雑入２６万２,０００円が主なものです。 

 歳出は、衛生費の簡易水道費、維持管理費が７,５４８万９,０００円で、簡易水道事業を運営

するための人件費１,３６７万８,０００円、賃金、施設修繕費、水質及び検便検査手数料、委託

料、工事請負費、維持管理費負担金、施設工事補助金、消費税納付金等の維持管理費が

６,１８１万１,０００円となっています。 

 予備費に５８６万円を計上しておりますが、統合した組合の水道使用料から、統合した施設に

係る支出を差し引いた額を、今年度から簡易水道事業の予備として計上しています。 

 以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、統合する組合の増加により、簡易水道係を増員したのか。 

 答弁、上下水道課全体の職員数は変わりませんが、上水道係の職員を１名動かし簡易水道係

２名体制としています。 

 質疑、工事請負費の警報装置設置工事の詳細は。 

 答弁、配水池の水位低下を知らせる警報装置の設置工事費であり、少ない職員でも迅速に対応

するための装置となります。 

 現在、天岩戸と河内地区には設置済みとなっています。 

 質疑、現在の基金残高は。 

 答弁、約３,０００万円であり、大規模な修繕や工事が発生すればすぐになくなってしまう額

となっています。 

 以上で質疑を終了しました。 

 委員会の意見として、統合については順調に進捗しているが、現実的には統合した全ての施設

の管理業務を町職員で行うことは不可能かと思われる。地元と確実に連携を図り、日々の点検業

務や突発的な作業、災害時などに対応できる体制づくりに努めることを要望します。 

 討論なく採決の結果、出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて議案２３号、平成３１年度高千穂町下水道事業特別会計予算の審査を行いました。事業

概要は、水洗化率９０.０５％、宅内排水設備完成率８５.１１％、管路延長４万１,７５９メー

ターとなっています。 

 歳入歳出予算総額が１億７,５３２万９,０００円で、歳入は一般会計繰入金９,８１６万

５,０００円、使用料７,６３４万１,０００円が主なものです。 

 歳出は総務管理費、人件費や一般管理費等で２,７５７万３,０００円、下水道費３０３万円は、

国庫補助事業による下水道施設におけるストックマネジメント事業、単独事業で下水道施設への

新規つなぎ込み等の接続工事費用となっています。 

 公債費は、長期債元利償還金、一時借入金利子償還金９,７０７万８,０００円、施設管理費は
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４,７６４万７,０００円で、下水道施設を管理運営するための薬品等消耗品、電力、水道、修繕、

通信、管理委託料等の費用です。 

 以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、計画区域内の未接続世帯へ、接続の周知は行っているのか。 

 答弁、年２回ビラを配布し接続を促しているが、費用面やさまざまな理由で接続が困難な世帯

があります。 

 質疑、新規接続、加入世帯の状況は。 

 答弁、３０年度は、新築による接続で６軒が加入しています。 

 質疑、新規の配管つなぎ込み費用は、平均で幾らぐらいか。 

 答弁、条件によって異なりますが、平均２０万円前後となっています。 

 委員会の意見として、本町は観光地であるため河川の水質汚染、汚水によるまちなかの悪臭な

どが発生すれば、さまざまな悪影響がもたらされるかと思われます。引き続き、計画区域内の接

続啓発を行うとともに、町民に環境保護や町の美化をさらに意識づけする啓発活動を推進してい

ただきたいと思います。 

 討論なく採決の結果、出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて議案２８号、平成３１年度高千穂町水道事業会計予算の審査を行いました。事業概要は、

給水戸数３,２２６戸、前年比１１戸の増、給水人口５,９９８人で前年比９１人の減、年間総給

水量は１２８万８,７０９立方メートル、前年比２万８,３６８立方メートルの増となっています。 

 収益的収入の水道事業収益は、１億７,７３７万７,０００円で１億４,０４５万円が給水収益、

水道使用料となっています。 

 収益的支出は、水道事業費用１億７,１５８万６,０００円で、原水及び浄水費３,７２９万

６,０００円、配水及び給水費３,７７７万円、総係費４,１３９万２,０００円、減価償却費

４,１０２万円などです。 

 営業外費用として、支払利息及び企業債取り扱い諸費で３５９万８,０００円、特別損失は

５０万１,０００円で計上されています。 

 資本的収入は、２,０００万４,０００円で、企業債２,０００万円の借り入れが主なものです。 

 資本的支出は、６,４１４万７,０００円で、建設改良費５,１２０万円のうち施設改良費

２,０００万円は、埼の尾地区進入路設置工事３００万円、道路改良に伴う配水管改良工事

５００万円、下川線配水管布設替工事２００万円、実施設計委託に１,０００万円となっていま

す。 

 固定資産購入費の主なものは、マップシステム構築費２,５００万円、監視システム更新費

５４０万円などで３,１２０万円となっています、企業債償還金は１,２８４万６,０００円です。 
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 資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額の４,４１３万３,０００円は、消費税資本

的収支調整額、当年度損益勘定留保資金、建設改良積立金で補填されます。 

 一時借入金の限度額を２,０００万円、企業債として、起債の目的に応じた限度額を

２,０００万円、議会の議決を経なければ流用することができない経費、職員給与費４,５９３万

３,０００円、交際費４万円、一般会計からの補助金に９７万８,０００円、棚卸資産の購入限度

額２９６万４,０００円と定めています。 

 収益的収入、水道事業収益、営業外収益の寄附金、収益的支出、水道事業費用、営業費用、原

水及び浄水費、動力費の詳細については、全員協議会で執行部から説明されたとおりです。 

 以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑、マップシステム構築の詳細は。 

 答弁、昨年、水道法が改正され水道台帳整理が義務化されました。現在は水路、管路の情報な

どが、紙ベース管理で点在しているためマップシステムを導入することにより、データを一元化

しパソコンで管理するといったものです。 

 今回の構築費用は、データの入力費となるもので、システム利用料ではありません。 

 質疑、モデル統合した簡水組合もマップシステムの対象となるのか。 

 答弁、今回は、上水道のみが対象です。 

 質疑、マップシステム構築を行う業者の選定方法は。 

 答弁、３０年度、５社にプレゼンを実施してもらったが、各業者それぞれ特化したよいシステ

ムがあるため、あとは入札で決まるかと思います。 

 委員会の意見として、水は命の源であり災害時などに断水した場合は、早急な対応と措置が求

められます。 

 そのような事態に備えるという観点からも、これまで点在していたデータを一元化し、迅速な

対応と措置が執れるシステムの構築は必要不可欠だと考えます。 

 今後も恒久的に安心・安全な水の供給に取り組んでいただきたいと思います。 

 討論なく採決の結果、出席委員、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 以上、総務産業常任委員会に付託されました議案９件の審査報告といたします。総務産業常任

委員会委員長、本願和茂。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、総務産業常任委員長の報告が終わりました。 

 これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第２号から議案第２９号の討論採決を行います。 
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 初めに、議案第２号、高千穂町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者

の資格基準に関する条例の一部改正についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号、高千穂町簡易水道給水条例の一部改正についての討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第５号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第５号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第１０号、高千穂町温泉賜与量徴収条例の一部改正についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１０号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１０号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 
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 したがって、議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についての討論を行い

ます。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１２号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１２号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号、高千穂町議会の議員の報酬及び費用弁償法等に関する条例の一部改正に

ついての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１３号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１３号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 つぎに、議案第２２号、平成３１年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２２号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２２号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２３号、平成３１年度高千穂町下水道事業特別会計予算の討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２３号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２３号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２８号、平成３１年度高千穂町水道事業特別会計予算の討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２８号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２８号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第２９号、延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更についての討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２９号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２９号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第３号 

日程第１２．議案第４号 

日程第１３．議案第６号 

日程第１４．議案第７号 

日程第１５．議案第８号 

日程第１６．議案第９号 

日程第１７．議案第１１号 

日程第１８．議案第２１号 

日程第１９．議案第２４号 

日程第２０．議案第２５号 

日程第２１．議案第２６号 

日程第２２．議案第２７号 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第１１、議案第３号から日程第２２、議案第２７号までの

１２件を一括議題とします。 

 初めに、この議案１２件について、文教厚生常任委員長の報告を求めます。委員長、馬原英治

議員、登壇願います。 

○文教厚生常任委員長（馬原 英治議員）  それでは報告いたします。 

 高千穂町議会会議規則第４１条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 第１回高千穂町議会定例会において、３月７日に文教厚生常任委員会に付託されました議案

１２件を、３月８日に委員全員出席により、各関係課長の出席を求め審査を行いましたので、そ

の経過と結果を報告いたします。 

 初めに議案第３号、高千穂町育英資金貸与条例の一部改正については、育英資金の貸与を受け

た者が町内定住を目的として、貸与期間の２倍以上の期間を町内勤務や生活していただくための

条例改正であります。改正後は、２倍の期間町内に定住すれば、育英資金の返済を免除するもの

です。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４号、高千穂町国民健康保険病院医師修学資金貸与条例の一部改正については、

第２条の貸与を受ける対象者を本町出身者を西臼杵出身者に改めるものです。町内でも少子化で
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あり、範囲を広げることで対象者がふえると思われる。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６号、災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正については、国が定める災害

弔慰金の貸し付け限度額は最大３５０万円で有利子です。今回の改正は、町は無利子であり、償

還方法を年払いや半年払いに、月払いを加えるものです。本町では過去に貸し付け事例はない。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７号、高千穂町立保育所設置条例の一部改正については、岩戸１０６２番地を岩

戸４５１８番２に改めるものです。保育所移転に伴う住所の変更です。 

 保育所移転後の跡地活用は早い時期に結論が出せるとのことです。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第８号、高千穂町子育て支援金支給に関する条例の一部改正については、この条例

の第１条の高千穂町に住所を有する者で、児童を養育している者に対して、支援により定住化を

促進し、活力あるまちづくりを図ることを目的とする条例改正です。 

 第１子から３万円を新たに支給を行い、第４市から５万円を増額し現在の支給額に加算するも

のです。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第９号、高千穂町国民健康保険条例の一部改正については、国の持続可能な社会保

障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律があり、第２２条の基礎課税限度額を現在

５８万円を６１万円に、第２２条第２号で低所得者層の負担軽減を図ることになる。現在の

５０万円を５１万円に２割軽減を引き上げる。また２７万５,０００円を２８万円に５割軽減を

引き上げるものです。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１１号、公の施設に関する条例の一部改正については、温泉関連で企画観光課長、

天岩戸保育所関連で福祉保険課長が説明した。温泉の名称をそれぞれ４月１日から天岩戸の湯・

高千穂の湯に改める。天岩戸保育所の住所を岩戸４５１８番地２として、町の公の施設として改

正するものです。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２１号、平成３１年度高千穂町国民健康保険特別会計予算について、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億１,３８６万７,０００円であります。被保険者数が昨年比

７７名減少して３,５０７名、２,０４９世帯です。予算が昨年比９.６％増になり、要因として

保険給付費の中で、薬代の高騰や診療報酬の改正が行われたため予算増となっている。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第２４号、平成３１年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算について、歳入歳

出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８７２万円と定めるものです。介護認定審査会の開催を月

４回から３回にし、更新申請を半年から１年に延長し、そのため審査会にかける件数が減少する。

予算額の８４４万５,０００円を高千穂町、日之影町、五ケ瀬町で平等に負担している。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２５号、平成３１年度高千穂町介護保険特別会計予算について、保健事業勘定の

歳入歳出予算の総額は、それぞれ歳入歳出を１４億３,６７４万２,０００円として、介護サービ

ス事業勘定の歳入歳出総額は、歳入歳出それぞれ１,０８２万４,０００円と定めるものです。本

年２月１日現在、被保険者数５,０１６名、昨年の加入者２５８名、減少が２０７名です。介護

認定者が７２０名で全体の１４％、７人に１人が介護認定者で、その中で６００名の方が何らか

の介護を利用されています。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２６号、平成３１年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算について、歳入歳出

予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９,０７９万７,０００円と定めるものです。 

 ことし２月１日現在、被保険者数は２,８１９名で、昨年比２６名の減少です。予算の歳入は

医療保険料や繰入金で、歳出は後期高齢者医療広域連合納付金です。 

 平成３１年度も医療費の抑制を図り、保健予防活動を積極的に推進し健全な運営を要望した。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２７号、平成３１年度国民健康保険病院事業会計予算については、病院事業収益

２０億６,２７５万９,０００円、病院事業費用は２２億１,２７５万９,０００円となります。収

支で不足する差額の９,０２１万８,０００円は、消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定

留保資金で補填します。 

 業務予定量は、年間患者数、外来９万６,４００人、１日当たり４００人、入院３万

２,９４０人、１日当たり９０人とする。 

 今後は、西臼杵中核病院のあり方を３町で協議を行い、医師不足や人口減少により経営環境が

年々悪化することが予測されることから、さらに経営努力されることを委員会として強く要望し

た。 

 質疑を終了し、討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 なお、３月７日午後より委員会において、天岩戸保育所と新設された旧岩戸中学校跡地の天岩

戸保育所の視察を行いました。 

 新保育所は、現在の１.５倍の面積であり、幼児の安全面にも配慮され、不便だった交通面も

解消されました。 
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 移転後の跡地活用も早急に解決されることを要望した。 

 以上、文教厚生常任委員会に付託されました条例議案７件と予算議案５件、合計１２議案につ

きまして審査を終了しました。なお、議案審査の委員会での質問内容を別紙で皆様の手元に配付

してありますので参考にしていただきたいと思います。 

 以上、文教厚生常任委員会の審査報告とします。文教厚生常任委員長、馬原英治。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 

 これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  質疑なしと認めます。 

 ここで、２時４５分まで休憩します。 

午後２時33分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時45分再開 

○議長（工藤 博志議員）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 次に、議案第３号から議案第２７号の討論、採決を行います。 

 初めに、議案第３号、高千穂町育成資金貸与条例の一部改正についての討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第３号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第３号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第４号、高千穂町国民健康保険病院医師修学資金貸与条例の一部改正についての

討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第４号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 
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 よって、議案第４号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第６号、災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正についての討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第６号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第６号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第７号、高千穂町立保育所設置条例の一部改正についての討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第７号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第７号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第８号、高千穂町子育て支援金支給に関する条例の一部改正についての討論を行

います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第８号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの
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と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第８号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第９号、高千穂町国民健康保険税条例の一部改正についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第９号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第９号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１１号、公の施設に関する条例の一部改正についての討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１１号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１１号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２１号、平成３１年度高千穂町国民健康保険特別会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 
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 これより採決を行います。議案第２１号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２１号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２４号、平成３１年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算の討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２４号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２４号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２５号は、平成３１年度高千穂町介護保険特別会計予算の討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２５号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２５号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２６号、平成３１年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２６号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２６号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２７号、平成３１年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算の討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２７号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２７号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程２３、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

 お手元に配付のとおり、議会運営委員長から、会議規則第７５条の規程に基づき、閉会中の継

続調査申し出が議長に提出されています。 

 ここでお諮りします。申し出のとおり、閉会中の継続調査をすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 したがって、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議員派遣調査報告 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第２４、議員派遣調査報告についてを議題とします。 

 議会運営委員会行政調査について、報告を求めます。派遣議員代表、富髙友子議員、登壇願い
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ます。 

○議員（１３番 富髙 友子議員）  高千穂町会議規則第４１条の規定により、下記のとおり報告

いたします。 

 ２月１２日、１３日、議会運営委員会７名、事務局１名で栃木県足利市議会と東京都の東京イ

ンタープレイ（株）において行政視察を行いました。 

 初めに、栃木県足利市議会の研修について報告いたします。 

 足利市の面積は１７８平方キロメートル、人口は１５万人です。足利市は関東平野の北端に位

置し、市の北部には日光連山に連なる山々、中央には渡良瀬川が流れ豊かな自然に囲まれていま

す。早くから文化が花開き、今も市内には国宝や国史跡を初めとする数多くの文化財がのこされ

ています。 

 中でも、日本最古の学校といわれる日本遺産の史跡足利学校跡、また、室町幕府を開いた足利

氏の氏寺である史跡足利市館跡（鑁阿寺）は、それぞれ学校様、大日様として広く市民に親しま

れ、本市のアイデンティティを形成する重要な歴史遺産となっております。 

 午前中に足利市議会において、ＢＣＰ（業務継続計画）について栗原収議運委員長、事務局職

員より説明を受け研修を行いました。 

 ＢＣＰ策定の経緯について説明いたします。 

 東日本大震災後、全国で業務継続計画（ＢＣＰ）の策定が広がりました。震災時には被災自治

体で専決処分が乱発され、議会機能や役割が果たせませんでした。このことから、大規模災害時

にも機能停止することなく議会機能を維持することを目的に、議会ＢＣＰを策定し、災害時の体

制整備を図ることとされました。 

 ＢＣＰ策定までの流れについて説明します。 

 総務企画防災常任委員会は、過去５年間で延べ５自治体を視察されました。平成３０年６月か

ら常任委員懇談会を開催し、委員会提案による議会ＢＣＰ策定及び関係条例の改正に向けた協議

を検討をされました。常任委員懇談会を５回、議員総会を２回開催され、同年８月の本会議で議

会基本条例を改正しました。 

 市議会のＢＣＰの主な特徴は２点あります。 

 １つ目は、議員からの災害情報収集及び対策本部への情報提供を一本化するための市議会災害

対策支援本部の設置です。市が対策本部を設置するので、市議会は支援本部としてサポートに回

ります。 

 ２つ目は、地区組織の設置です。市には２２２の自治会があり、広域であり、支援本部員を除

く全ての議員が担当地区に所属し、災害時には被災地、避難所等の状況調査及び情報収集を行い、

支援本部へ報告するとされております。 
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 市議会ＢＣＰの詳細について、５つの点から説明をします。 

 １、ＢＣＰの概要と目的について説明します。 

 ＢＣＰは、大規模災害時における議会機能の早期回復、市民の生命、財産を守るための支援及

び市民生活の早期安定を目的として、議会の組織体制及び議員の行動基準等を定めています。 

 議会機能の早期回復。災害時においても、事務執行のチェック等の議会機能が早期回復できる

よう必要な措置をとる。 

 議員の行動指針では、災害時における議員の行動指針及び議員自身の安全確保、安全確認等に

ついて必要な事項を定める。 

 市との相互連携については、災害時、特に初期において、市の職員が初動体制や応急対応に専

念できるよう配慮が必要であり、一方で議会と市は災害情報の共有を主体とする協力、連携体制

を整え、災害対応に当たる必要があるとしています。 

 ２、ＢＣＰで想定する災害は震災、風水害等、原子力災害に分けられています。 

 ３、組織体制について説明します。 

 足利市議会の議員定数は２４名です。災害対策支援本部は、正副議長と議会運営委員会委員で

構成されます。 

 一方、地区組織については、市内を３地区に分け、支援本部委員以外の議員がいずれか１つの

組織に所属します。このとき、議員は隊長、副隊長、隊員と呼ばれておりました。 

 ４、議会及び議員の役割について説明します。 

 議会の役割については、議会に支援本部を設置し、市対策本部が適切な災害対応に専念できる

よう、必要な協力、支援を行うこと。臨時議会等を開催し、災害対策及び必要経費を審議するこ

と。国、県、その他の関係機関に対する要望活動を行うこと。復旧、復興が迅速に進むよう、市

対策本部に対し必要に応じて要望等を行うこととしています。 

 平時における活動及び行動基準ですが、議員については、地区の災害対策の把握、自身と家族

の安全確保の対策、地域消防団及び自主防災会などにおける活動をするとしています。 

 議会事務局については、議員との連絡手段の確保、現在はメール連絡であり、今後はタブレッ

トの用意があるということです。災害対策支援本部設置に係る整備等をするとしています。 

 ５、災害時の初動期の対応について説明します。 

 議会は、災害対策支援本部を設置し、議員安否確認表による報告、情報収集及び情報提供、担

当地区の被災状況や避難状況の調査、報告をします。 

 議会事務局は、職員の安全確保、通信状況の確認、会議場所の確保、また、災害対策支援本部

設置を全議員へ通知し、支援本部の会場等の準備をします。 

 ＢＣＰの詳細については以上となります。 
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 次に、災害時対策訓練について説明します。 

 平成３１年１月３１日、８時４０分から１０時まで、訓練が実施されました。参加者は、足利

市議会の全議員２４名、議会事務局職員４名、危機管理課職員２名、オブザーバーです。 

 訓練内容は、１、シェイクアウト訓練、頭を下げて机の下にもぐること。２、災害対策支援本

部立ち上げ訓練。３、安否確認訓練。４、地区組織の情報提供訓練。５、支援本部員と事務局の

情報収集訓練及び市対策本部への提供訓練です。 

 訓練前に勉強会をされましたが、思うようには行かなかったそうです。安否確認はメールで

４５分もかかり、課題が残りました。 

 足利市議会ＢＣＰの今後の課題、展望について説明をいたします。 

 ＢＣＰをより実効性の高いものとするため、訓練と検証を定期的に実施する必要があります。

訓練の検証結果や地域防災計画等の整合性など、状況に変化があった場合は適宜見直しが必要で

す。 

 また、足利市議会は平成３１年度からタブレットを導入予定であり、ＩＣＴ機器の活用によっ

て相互の情報共有が円滑に行えるよう、研修会等を実施する予定です。 

 また、災害時に着用する携行ジャンパーやヘルメット等の装備品を準備する予定です。 

 今回のＢＣＰ設置で一番気を配られたことは、市は災害対策本部を設置するので、市議会はサ

ポートに回り、邪魔をしないように行動するとのことでした。 

 予定していた時間をいっぱい使い研修を終えることができました。また、最寄りの駅まで送迎

していただき感謝いたしたところでございます。 

 休む暇なく東京に移動し、午後より東京インタープレイ（株）においてタブレットの講習を受

けました。 

 赤坂インターシティ３３階での会議室は、セキュリティの厳しさに驚き、都会気分を味わいな

がらの講習で、初心者にもわかりやすく指導していただき、自分たちにもできる自信を少し持っ

たところです。 

 当初不安もありましたが、運用に当たってはそう難しいものではなく、使い勝手のよい道具で

あり、案ずるより産むがやすしということわざもあるとおり、時代の流れでもあり、まずは使っ

てみることだと感じたところです。 

 現在１５０の自治体で議会が導入し、その４割は執行部が導入されています。導入効果として

は、タブレットには全ての資料が入っているため、地域住民とのコミュニケーションの潤滑油と

なり、行政、議会活動への理解を得やすいと好評とのことでした。 

 本町においても、タブレット端末の導入によりペーパーレス化になり、紙印刷等のコスト削減

が期待できます。特に３月の予算、９月決算議会では、約１０センチの厚さの議案集等、かなり
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のコストがかかります。 

 また資料の修正による差しかえ作業がタブレットでは不要となり、書類の検索性も早く、保管

するスペースが少なく持ち運びが楽で、資料を携帯することで町民等に資料を見ながら説明でき

ます。 

 さらにデータを一括で即時に送ることができるため、議案参考資料、会議等の招集通知など簡

単に受け渡しができることなどから、メリットが多いと考えます。ペーパーレス化は町にとって

も有効な手段であり、全国でも議会行政のタブレット導入が増加しています。執行部、議会両方

の導入が望まれます。 

 導入検討のための出張セミナー等計画され情報社会の今、時代のニーズにあわせ、同時進行さ

れれば効果的だと感じたところです。先進地の良いところは積極的に取り入れ、本町にあった運

用方法を模索し、特徴ある議会改革や運営のあり方を進めていくべきと感じ、無事研修を終える

ことができました。 

 快く研修を受け入れていただき懇切丁寧に御説明、御指導いただきました足利市議会、イン

タープレイ（株）の皆様に、また研修計画等綿密な計画を立てて、随行しお世話をしていただき

ました事務局職員の御苦労に対し、それぞれ心より感謝を申し上げ報告といたします。 

 議会運営委員会副委員長。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、議員派遣報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．議員派遣について 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第２５、議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 会議規則第１２９条第１項の規定に基づき、お手元に配付したとおり議員を派遣することにし

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 したがって、議員を派遣することに決定しました。 

 ここで、町長から挨拶があります。 

○町長（甲斐 宗之町長）  平成３１年第１回高千穂町議会定例会の閉会に当たり、一言、お礼の

御挨拶を申し上げます。 

 去る３月４日に開会いただきました本定例会におきましては、平成３１年度の各会計当初予算、

教育委員任命同意、監査委員の選任同意など、３２件の重要案件につき、１７日間にわたりまし

て、慎重かつ熱心に御審議いただいた上、いずれの議案も原案どおりに承認をいただきありがと
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うございました。厚く御礼を申し上げます。 

 特に一般会計当初予算につきましては、特別委員会を設置いただいた上で、詳細に審査をいた

だいたところであり、さまざま御意見も頂戴したところでございます。新年度の効果的な予算執

行につなげてまいりたいと存じます。 

 会期中に賜りました町政全般にわたる貴重な御意見、御提言につきましては、今後、研究、検

討を重ねながら鋭意努力するとともに、当面する各種課題についても町政発展のため、解決と施

策の実現に努めてまいる所存でございます。 

 私自身、１月１９日に就任をさせていただき、１月２８日の臨時議会をへて、今回初めての定

例議会でございました。不慣れであり、御質問に対し的確な答弁ができなかった点もあったかと

存じますけれども、私自身の考え方について、誠意を持って答弁をさせていただいたつもりでご

ざいますので、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、３月も残すところわずかとなりましたが、３０年度の大型事業である町営南平団地１棟

が完成したほか、天岩戸保育園の新園舎が完成し、来る２６日に落成式が執り行われる予定とな

っておりますので、御報告を申し上げます。 

 また、５月の上旬には、九州中央道、高千穂・日之影道路の深角・平底間２.３キロ区間中の

トンネル１,６６５メートルの貫通式が執り行われるようでございます。 

 新年度も引き続き、町の発展に資する事業を積極的に進捗させていくほか、高速道路を含む国、

県道とインフラの整備促進に付きましても、関係自治体とともに全力で取り組んでまいる所存で

ございます。 

 なお、本日最終日でございますけれども、３期１２年にわたり監査委員として御尽力を賜りま

した戸髙國興委員が、３月３１日をもって退任されることとなりました。これまでの御尽力に感

謝し、心より御礼を申し上げたいと存じます。まことにありがとうございました。今後、ますま

すの御健勝と御多幸をお祈り申し上げます。 

 結びに、議員各位におかれましては、今後とも各種行事等で何かと御多忙であろうかと存じま

すけれども、どうか引き続き町政発展のため御尽力をいただき、また、御協力、御助言を賜りま

すようお願い申し上げまして、お礼の御挨拶とさせていただきます。まことにありがとうござい

ました。 

○議長（工藤 博志議員）  閉会に当たりまして、一言、御挨拶を申し上げます。 

 ３月４日から本日までの１７日間、議員各位におかれましては、熱心に御審議を賜り、また、

議事運営に対しまして御協力をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 今期定例会におきましては、平成３１年度の予算議案や多くの条例改正案など、提案された全

議案が可決され、今後の行政運営に対する要望も提言されたところであります。執行部におかれ
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ましては、この提言をお汲み取りいただき、可能なものから早急に反映していただくよう望むも

のであります。 

 さて、甲斐町長は、今回初の定例会にのぞまれたわけですが、新年度予算は骨格予算であり、

町長の方針を盛り込んだ予算は、次回の６月議会に提出されるとのことで、大いに期待をいたし

ております。 

 結びに、あとひと月足らずで、新しい元号に時代が始まりますが、平穏な世であることを願い

たいと思います。議員各位並びに執行部ともに、さらなる町政発展に一層の御尽力をお願いし、

閉会の挨拶といたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（工藤 博志議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

 これで、平成３１年第１回高千穂町議会定例会を閉会します。 

午後３時20分閉会 

────────────────────────────── 
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